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日 曜 学校行事 
1 火 都民の日（学校で設置する閉庁日） 
2 水 安全点検 安全指導 遠足[1,2] 

岩井移動教室前日検診[4] 
3 木 岩井移動教室始[4]  

外国語活動[1-1,2] 56E  SC 
4 金 岩井移動教室終[4] 秋の歯科検診[1,2,3] 56E 
5 土  
6 日 開 
7 月 全校朝会 委員会活動 運動会特別時間割始 

避難訓練(起震車体験) SC 写生会作品公開始 
8 火 音楽朝会 アスレチックチャレンジ[6] 

避難訓練予備日 外国語[5] 外国語活動[3] 5E 
9 水 体育朝会 遠足予備日[1,2] 

10 木 Ｂ時程 運動会係活動①(15:00～) 
外国語活動[1-2,2-2,4] 56E   SC 

11 金 １学期終業式(５校時) 外国語[5,6]  
外国語活動[3] 56E 写生会作品公開終 

12 土 秋季休業日始 廃品回収(Ａ) 
13 日  
14 月 秋季休業日終 スポーツの日 
15 火 ２学期始業式 後期時間割始 

外国語[5,6] 外国語活動[3] 56E 
16 水 Ｂ時程４時間 月曜時間割 
17 木 体育朝会(運動会全体練習①) 

外国語活動[1-1,2-1,4] 56E  SC 
18 金 Ａ時程５時間 運動会係活動②(６校時) 56E 
19 土  
20 日 開 
21 月 全校朝会  SC 
22 火 体育朝会(運動会全体練習②) 

外国語[5,6] 外国語活動[3] 56E 
23 水 運動会全体練習予備日①  

運動会係活動③(６校時) 
24 木 体育朝会(運動会全体練習③) 

外国語活動[1-2,2-2,4] 56E  SC 
25 金 Ａ時程５時間 運動会前日準備(６校時) 

運動会全体練習予備日② 運動会リハーサル 
26 土 運動会(雨天順延の場合は休業日 ２７日に延期) 

廃品回収(Ｂ) 
27 日 運動会(雨天順延の場合は２９日に延期し、火曜時

間割で授業日 その後の順延日は、１０月３０日) 
28 月 振替休業日 
29 火 全校朝会 後期通常時間割始 

外国語[5,6] 外国語活動[3] 56E  SC 
30 水  

31 木 児童集会 外国語活動[1-2,2-2,4] 56E 

[ ]…学年 56E…５，６年生英語モジュール学習 
開…校庭開放 SC…スクールカウンセラー来校日 

 
令和６年  １０月号 

北区立第四岩淵小学校 

校 長 清 水 勝 一 

廃品回収のグループ分け 
廃品回収Ａ：国土交通省官舎、あじ平、ﾃﾞｨｱﾊｲﾑ、梅王寺、ｶﾙﾑ 

廃品回収Ｂ：印刷局官舎、清水屋、ﾓｱｸﾚｽﾄ、四岩小 

廃品回収Ｃ：校門の外（体育館側歩道） 

 

 
パリ・パラリンピックが終わって  

            副校長 梶 義典 
大会前の夏季休業日中の７月２５日に、北区のス

ポーツ大使である本校卒業生 陸上競技の澤田 優
蘭選手と、車いすラグビーの小川 仁士選手の壮行
会が、西が丘小学校で行われました。お二人の選手
ともに子供時代を北区で過ごされた、ゆかりのある
小・中学校の先生方や町会、地域の方が出席し、た
くさんの方からエールが送られました。本校も急遽
ご案内いただいた中、職員４名で参加させていただ
きました。休業中にわくわく四岩ひろばや学童に参
加している子供たちには、メッセージを書いてもら
いました。そのまとめた作品を澤田選手に、直接手
渡すことができました。 
そしてパラリンピック・パリ大会は、「広く開か

れた大会」をスローガンに掲げ、史上最多となる１
６８の国と地域、難民選手団などから約４４００人
の選手が集まって、１２日間の日程を終えました。
日本からは海外での大会で過去最多となる１７５人
の選手が参加し、競技に向かう選手の熱い思いが伝
わってきました。 
本校にも体験教室に来ていただいた車いすラグビ

ーの日本代表エース、池崎大輔選手は「このような
すばらしい大会を開催していただき、たくさんの
方々に感謝します。パラスポーツの魅力やスポーツ
の力、心身共に強くなれる、また世界がひとつにな
る、それがパラリンピックだと思います。これから
もパラスポーツの発展、普及に努めていきたいと思
います」とコメントしています。 
池崎選手だけでなく、多くの選手のコメントが周

囲の方々への感謝を述べています。競技生活を行っ
て行く上で、多くの方々に支えられていることを強
く感じているからではないでしょうか。 
例えば、競技の生命線でもある車いすを制作する

人は、軽量で丈夫な素材を選んだり、ターンが素早
くできるようにタイヤの角度を調整したりするな
ど、競技の特性に応じて、時には選手に合わせて、
１ｍｍ単位で調整をするなど、さまざまな工夫がな
されています。澤田選手は、視覚障害の選手で、塩
川竜平ガイドランナーと一緒に競技しています。塩
川さんは、練習や移動、食事など競技中だけでな
く、普段の生活でもサポートをされています。この
ようなこと以外にも、さまざまな場面で多くの方々
が支え合っています。 
今回のパリ大会全体では、定員４万５千人のボラ

ンティア募集に、３０万人を超える応募があったと
いうことです。だれかのために貢献しようという気
持ちが広がった大会という印象をもちました。 
大会に学び、普段の 

学校生活でも、小さな 
支え合いの一つ一つが 
生まれ、感謝の気持ち 
をもって生活ができる 
四岩小に！ 
            パラリンピックシンボル旗 

※１月の道徳授業地区公開講座には小川選手に来校いただきます。 



○人権 

相手のよいところを

見つけよう 

今年度は１９４時間 
栄養士 

今年度、本校では年間１９４回の給食実施を予定しています。給食の時間は、国語や算数などと同じように

４５分間あるので、授業時数にはカウントされませんが、実はどの教科よりも多い指導時数と考えることがで

きます。給食の準備や配膳、会食、あいさつ、片付けを通して学ぶことの他に、献立を通して旬の食べ物や行

事食、郷土料理、世界の料理、食物アレルギーなどについても学ぶことができます。おいしさや栄養だけでは

ない、たくさんの学びの時間になるよう一食一食の給食を大切に提供していきたいと思います。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生活 

進んで体を 
きたえよう 

○保健 

目を大切に 
しよう 

○給食 

じょうぶな体を 

つくろう 

１０月の めあて 

ベーシック・ドリルとは 
                                 ベーシック・ドリル担当 

ベーシック・ドリル（東京ベーシック・ドリル）は、小学校第１学年から、中学校第１学年までの主要５教科

の基礎的な学習内容を身に付けるため、東京都が開発したドリルです。本校では、算数を重点教科とし、年３回

（５月・９月・２月）のベーシック・ドリル週間を設けたり、児童が取り組んだドリルの結果を分析し、必要に

応じて朝の算数タイムの時間に補充学習をしたりしています。 

基礎的な学力を身に付けることで、児童は「学習が楽しい。」と感じ、発展的な学力も付いてきます。東京都

教育委員会のホームページからもダウンロードできますので、ご家庭でもご活用ください。 

開校記念集会 
代表委員会担当 

９月１０日（火）の四岩小９４回目の開校記念日に合わせて、開校記念集会を開 

きました。開校をお祝いし、また学校スローガンの「仲良くあかるい」というキー 

ワードにあてはまるよう、みんなで一つにつながることができる内容を代表委員会 

児童が考えました。今年の内容はなかよし班対抗９４カウントゲーム！なかよし班 

で協力しながら目隠しされたカウンターを押して９４秒間で９４に近づけたチーム 

がなかよし賞です。班で協力しながら、楽しく活動していました。 

 

 

～環境委員の活動～ 
環境委員会担当 

 学校の改修工事に伴い、体育館前に新しくビオトープができました。理科や生活科、総合的な学習の時間等

で身近に観察できるように、荒川地域の動植物が生息する環境が小さいながらも整備されています。今年度か

ら環境委員会では、このビオトープの手入れを行っています。注意書きのポスターを作成したり、生息する生

物について調べたり、夏場に大量発生する藻を集めて学校園の肥料にする試みをしたりなど、地域の環境保全

への意識を高めることを目指しています。また、エコキャップや給食の牛乳パック回収などこれまでの活動も

継続しています。今後もご家庭で不要になったペットボトルキャップの回収にご協力お願いいたします。 


